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放射線は身近な環境に

医療放射線被ばく
（重粒子線・粒子線・中性子線・γ線）

自然放射線源からの被ばく
（γ線）

宇宙放射線による被ばく
（重粒子線・粒子線・中性子線・γ線）

室内ラドンによる被ばく
（α線）

放射線作業者の被ばく
（γ線）

放射線事故による被ばく
（γ線・中性子線）

自然環境 宇宙環境
原子力施設・周辺環境
室内環境・医療現場

被ばく環境の多様化
健康長寿社会（医療による放射線利用の拡大）

医療

宇宙

エネルギー

室内環境

航空機

自然環境

Energy

Indoor

Space Environment
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診断部位 実効線量 （mSv）

一般Ｘ線

頭 部 （直接撮影） ０．１*1

胸 部 （直接撮影） ０．４*1

胃 部 （バリウム） ３．３*1

Ｘ線ＣＴ

頭 部 ２．４*2

胸 部 ９．１*2

上腹部 １２．９*2

下腹部 １０．５*2

集団検診

胃 部 （透視） ０．６*3

胃 部 （撮影） ０．０７*3

胸 部 （撮影） ０．０６*4

病気の検査や診断で受ける放射線の量

*1丸山隆司、岩井一男、西沢かな枝、野田豊、隈元芳一；X線診断による臓器・組織線量、実効線量および集団実効線量
RADIOISOTOPES, Vol. 45, No. 12, 23-34, 1996 

*2西沢かな枝、松本雅紀、岩井一男、丸山隆司；CT検査件数及びCT検査による集団実効線量の推定
日本医学放射線学会雑誌 64, 67-74, 2004

*3国民線量推定のための基礎調査(XXIII) 平成12年3月 放射線影響協会

*4丸山隆司；Radiat, Prot. Dosim, 43, 213-216, 1992
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日本国内の年間自然放射線の量
宇宙、大地からの放射線と食物摂取によって受ける放射線量

（ラドンなどの吸入によるものを除く）

日本の平均 0.99ミリシーベルト/年

原子力安全技術センター「放射線の基礎」より引用・改変

0.99以下

1.00以上～1.09以下

1.10以上 （ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年）



日本の環境放射線量の推移



約100倍

資料：放医研保田浩志氏航空機搭乗者被ばく線量

航空機被ばくに関する防護のガイドライン
線量規準：航空機乗務に伴う付加的な

被ばく線量 ５mSv/年

0度

80度
地磁気緯度（高いほど宇宙放射線の影響を受ける）

飛行高度
（高いほど宇宙放射線の影響を受ける）



低地球軌道の宇宙放射線環境 （地上から300～500km）

３種類の一次宇宙線源があり、これらが船壁や搭載物質を通過して船内へ入射する。

永松愛子氏提供
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私たちの身体にも放射性物質

イラスト提供：素材ダス http://sozaidas.com/ 他

体内の放射性物質の量
（カリウム40）

体重60kgの
日本人の場合

ベクレル４,０００

食べものに含まれるカリウム40の量

食パン
30

米
30

ホウレンソウ
200

干ししいたけ
700

魚
100

ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟ
400

干しコンブ
2,000

牛乳
50

ビール
10

ベクレル / kg



室内ラドンの健康リスク



放射線の種類

粒⼦線 電⼦、陽⼦、中性⼦や原⼦核などの
粒⼦による流れ

陽⼦線 荷電粒⼦線の⼀種⽔素の原⼦核である
プロトンが加速されて出てくる電⼦線 エネルギーを持った電⼦（粒⼦）

α線

中性⼦線 中性⼦の粒⼦線物質内の
原⼦の原⼦核と衝突することにより
エネルギーを失う
照射された物質中の元素が
別の放射性同位元素に変化する。

β線

γ線

電離能力を持つ粒子や電磁
波のことを放射線と呼ぶ

X線

紙1枚

ｱﾙﾐ2‐3mm

鉛50mm以上

水20cm

紫外線
Ｘ線よりも波長の長い光子
（1~280nm)



被ばくの形態



急性影響（全身被ばく）

時間経過

線量

急性影響（局所被ばく）

晩発影響（がん）
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ＤＮＡ

細胞

正常なＤＮＡ

二重らせん

低線量被ばく 高線量被ばく

元通りに修復 誤った修復 修復不能

正常 突然変異・がん化 細胞死

Ｑ：放射線の人体への影響



放射線の人体影響－確率的影響と確定的影響－



放射線の人体影響－確定的影響のしきい値－
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外部被ばくの防護

距離

時間

遮蔽



浮遊放射性物質のガンマ線による被ばくの低減係数 （IAEAデータより）

沈着した放射性物資のガンマ線による被ばくの低減係数 （IAEAデータより）



口及び鼻の保護を行った場合の1～5μｍの微粒子に対する除去効率
（ＩＡＥＡ データより）



呼吸保護具の種類と使用上の注意
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種類 外観 使用上の注意

半面マスク

（空気浄化型）
①フィルタはダスト用、ダスト・ヨウ素ガス兼用の2種類があるので作業
環境に応じて適切に使い分ける。

②フィルタ交換を随時行う。

③面体をよく顔面に密着させる。

④酸素欠乏雰囲気では適用不可。
全面マスク

（空気浄化型）

空気呼吸器

（陽圧肺力型）

①面体を顔面に良くフィットさせ着用すること。

②ボンベ内空気圧低警報が吹鳴したら速やかに作業エリアから安全な
場所に退出すること。

③ﾎﾞﾝﾍﾞ内に酸素が十分に充填されているか確認すること。

エアラインマスク

（空気供給型）

①面体を顔面に良くフィットさせ着用すること。

②くもり止めを使用すること。

③着用時に設定した空気供給圧力（1kg～2kg/cm3）の変動がない事を
常時監視する。（ﾎｰｽの長さ、量により変更有り）

④歩くとき連絡部保護のためエアラインホースを平らに持って歩くこと。

エアラインスーツ

（空気供給型）

着用時に設定した空気供給圧力（2kg～3kg/cm3）の

変動がない事を常時監視する。

内部被ばくの管理
百瀬先生資料より


